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、夏、 に寄せて
学窓 を 巣立って からも， 太平洋戦争末期の 二夏 を 兵
営で送 り 迎えた以外は， 私の 生活 は 学校 を 離れ る こ と
がなかったか弘 、夏、 と い う季への 思い は ， 私 に ゐ
て は， 夏休み と つねに 重．な り あって い る と 言え る 。 他
の 職 に つ い て い る 私の 友人たち は ， 「教師に は 夏休み
があって い い なd と ， 異口同音に 言う。 確か に それ は
あ り がたいこ と だ と は 思う。 しかし， 手」L に と って の 夏
休：みは ， それ が艮日イ木息 と い うこ と で は 必ずしもなくて ，
むしろ慌しくかっ短し なし終えず に 残したもの ばか
りが多 い まま に ， い つの年もそれ は 去って い ったよう
に 思わ れ る 。
、夏、 と いう国語に つい て は ， 「アツ（暑・温・熱） 」
の義また は 転だ と も言い， あ る い は ， 「ネツ （熱） 」 と
通義であろう と も言い， また， 「ァナーァツ（噛ー熱） 」
の義だ と 言うなどの 諸語源説があ る が， いずれ に も容
易 に 信 を 置きがたい と して 仏 、夏、 と 、暑さ、 と は
影 と 形 と の ご と くあい と もなって い る こ と は 事実だ。
しかしま丸 、夏、 と い う季 は ， 一面， どこか と らえ
がたいもの と して あ る こ と も事実で は な い だろうか。
た正えば， 夏 は い つからい つまで の こ と か と たずねら
れ る と ， だれもがちょっ と した と まど い を 覚え る かも
しれな い 。 それ は 夏至から秋分ま で の 聞の こ と だ と い
う天文学者の 答えも， 立夏から立秋ま で の 聞の こ と だ
と い う歴法学上の 規定も， わ れ わ れ の 生活感覚 と して
の 、夏、 を 必ずしも言い あて て い る と は 言えまい 。 結
局 は ， 春から秋に至 る （聞の 季だ と 言うしかない ようだ。
つま り ， それ は 、生、 の 過程に お け る 一種の 中間期 に
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あた る と も言え る のだろう。 ホ春、 に は 発芽の 期あ る い
は 出発期 と して の ， そして 、秋、 に は 結実の季あ る い
は 終着期 と しての ， それぞれ に あ る 確かさがあ る の に
対し亡 、夏、、 は ， 生長・移動の 過渡期的な性格 を 有
す る 季なの であろう。 「夏休みの間， 学校 を 離れ て 過
ごした一年生が， 再び学校 に もど る 九月 に は ， 全く見
違え る ばか り に 大きく成長して い る こ と は ， ほLん と う
に 驚くばか り ですd と ， あ る 小学校の先生が述懐され
たこ と ば に ， 私 は 深 い 意味のあ る こ と を 思う。 これ は
ただに 小学一年生 に つい て だけのこ と で は な い の だろ
う。 夏休み は 決して 休息の ため に ， い わ んや休止の た
め に あ る と は 言えない の だ。
、出発、 と 、終着、 と だけ を 取 り 出して み る ならは
どの 、生、 も が皆ひ と しなみの こ と と して と らえられ
る かも知れない 。 そこから， あ る い は 、生の 悟 り 、 と
も言え る 何か が胎生す る の でもあろう。 しかし， 、出
発、 と 、終着ら と の 聞 を つなぐ， それぞれの 過渡期 に
お け る 多様な 、生の い と なみ、、 に こそ， それぞれ に 充
実した， かけがえの な い ， 個々の 、生、 があ る の で は
な い だろうか。 、夏、 は ， その 意味に お い て ， 、、生、、
に お け る ， 暑熱の 汗にまみれ る 試練の 期の 象徴であ り ，
また， それぞれ の 、生、 の特J｜生 を 十二分 に 発揮す る こ
と の自由 を 謡歌す る こと の でき る 季でもあ る の だろう。
鼠
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ものの美しさについて
岩波文庫本の 最終ページ に ， 「真理は高人に よって
求められ る こ と を 自ら欲し， 芸術は真人によって 愛き
れ る こ と を 自ら望む」 と あ る が， たしかに 名言だ と 思
う。 人はだれ でも美しいもの を 好む。 しかし一口 に 美
しいもの と いっ て も， 実際 に 何が美しいもの なの か と
いう と ， 人々の 意見は大い に 違っ て く る 。 すべ て の 人
に 美醜の分別があ る と は限らなL、。 美しさ を 見 る のは
一つの 感覚であり， 「猫 に 小判」 と いはれ る よう に ，
感覚のないもの に は美しさはわ からないのであ る 。 眼
で見なければ絵は見えないけれども， 絵の美しさは肉
眼で見え る もの ではない。 従って 美しさは誰 に でも見
え る もの ではなくて ， 美に対す る 感覚 を もった人だけ
に 見え る の であ る 。 美に対す る 感覚や評価は， 肉眼の
こ と ではなくて ， 心の 眼， 即ち精神の 働きであ る 。 道
徳 に ついて も同様で‘， 道徳的感覚が低級であれば， 道
徳の ねうちはわ からない。 この 閉じ世界に 住みながら，
人生の 蔵す る 美しき， 賞さ， 善さ に対して 無感覚な人
ほど不幸なもの はないであろう。
では美しさ を i量る もの さしは何か。 私は次の 三点 に
要約でき る と 思う。 すなわ ち， じかに 物 を 見た と き，
第一 に ， それ が我々 に 感動 を 与へ る か否か。 別の言葉
でいえば， それ が我々の 心 に 浄化 の 作用 を 喚起す る か
どうかであ る 。 美しいもの はし、つでも我々 を 感動きせ
ず に は お かない と 思う。 絵画 を ・見て も音楽 を 聴いて も，
私は常 に 何よりも自分の 実感 を 尊重す る 。 作品の 価値
判断は難しく て も， 好き嫌いは誰 に も出来 る 。 どんな
伝来があろう と 世間でいか に もて はやされよう と も，
卒直に 自分 に 感動 を 与えないもの は， どうして も好き
に はなれぬ。 好き に なれない と いうこ と は， 私 に と っ
て い 、 と は思えない と いうこ と であ る 。 従って 私の 好
悪はすなわ ち私の 価値評価なの であ る 。 芸術の 鑑賞 に
おいては先ずそれでい 、の ではなかろうか。 そもそも
美は一種の 快感であ る 。 西国幾多郎先生の 説明 に よれ
ば， 美感 と は自己を離れた快楽であ る ， 一身の 利害得
失 を 忘れ た と きの 快楽であ る 。 この無我の 一事こそ美
感の 要 件であ る と いう。 美は理屈ではない。 直覚的な
真理であ る 。 だからわ か る と かわ からない と かいう前
に ， 本当 に い 、もの は必ず人に 感動 を 与え る も と だ と
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思う。 音楽会の 会場に於て わ か る 人は聴衆の 一割もあ
る だろうか， に も拘らずい 、 演奏の と きはきまって 会
場がしーん と 静か に な る 。 またい 、芝居であれば観客
が我 を 忘れ て 見 と れ て い る 。 この 事実は何よりの 証明
であろう。
第二 に は， 芸術は人間 （魂） の 表 現でなければなら
ぬ と いうこ と であ る 。 作品は作家の 自画像であ る と 言
わ れ る よう に ， 芸術はその仕事 を 通じて その 人の生活
の 真実が出て こなくて はならぬ。 器の 形は心 に 従い，
器の 深さは人聞の 深昧であり性情の 浄きであ る 。 芸術
作品が単な る 工芸品や商品 と 異な る の は実に この 一点
に あ る と いって よい。 「我々 に 訴え る の は手よりもむ
しろ魂であり， 技術よりもむしろ人間であ る 」（岡倉天
心）。或はまた， 「絵が我々 を 引きつけ る の は自然より
美しいからではない， そこ に 一個の 人聞の魂が生きて
い る からであ る 」（武者小路実篤）。
そして 第三 に 思うこ と は， 傑作は常 に 平凡だ と いう
こ と であ る 。 平凡なもの 必ずしも傑作ではないけれど
も， 傑作 に し て 平凡でないもの はない。 異形異様の も
の で傑作はない。 平凡の 非凡 と でもいおうか， 平凡で
ありながら凡作 に はない厳しき， 深さ， 気高きが感ぜ
られ る と ころ に ， 傑作の論理があ る 。 真の 美しさは平
凡簡素， 無事尋常の うち に 宿 る と いうこ と であ る 。 「傑
作はすべ て いか に 親しみがあり， かっ共鳴して い る こ
と か」（岡倉天心）。茶祖は親しきの 中 に 美の 本質 を 見出
し， 最も深い美の 相 を 生活 に 即した器物 に 於 て 見出し
たの であ る 。 大名物の 井戸茶碗は何の 変哲もない， 極
くあたり前の 器物であり， 而もその 素性は朝鮮 に 於け
る 日常雑器であった と いう事実 を ， 忘 れではならぬ
と 思う。 巧（たくみ） は， 「たくらみ」 に 通じ， 技巧的
なもの に は， と かく虚飾や嘘偽があ る 。 「美しい」は
「いつくしむ」「愛す る 」 と いう言葉から来たもの で，
親愛 を 感ず る もの に こそ美しきが寄り添って い る こ と
を 証示して い る 。 美に はさまざまの 道があろう と も，
結局は平常簡素 の 境地 に 帰って く る 。 もの の 美しきは
正しい生活 を 想わ せ る ようなもの でこそ 本当に 美しく，
また生活 を 正しくさせ る 作品こそ本当 に 美しいもの で
あ る と 言うべきであろう。 (51・ 6 ・ 25)
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新 任
0五嶋 孝二 講 師（工学部） 51. 3. l 
昭50. 3 東京工業大学大学院理工学研究科博士
課程修了
担当：機械力 学
0井上 弘 講 師 （文理学部） 51.4. l 
九州歯科大学助手
昭47 . 3 九州大学大学院理学研究科博士課程修
了
担当：生理学
0佐藤 進 ，講 師 （文理学部） 51. 4 .1 
東京都立大学助手人文学部
昭49 . 3 東京都立大学大学院人文科学研究科修
士課程修了
担当：中国語・中国文学
0高畑 広紀 助 手（薬学部） 51.4.1 
昭51. 3 東京大学大学院薬学系研究科博士課程
修了
担当：薬品製造化 学
0山本 孝一 講 師 （教養部） 51.4.1 
昭49 . 3 金沢大学大学院文学研究科修士課程修
了
担当：ドイツ語
。本田 弘 教 授（文理学部）
鳥取大学教授教養部
51.4.1 
昭36 . 3 東北大学大学院文学研究科博士課程単
位取得
当局へのお願い
一挨拶にかえて一
本学発足当初の時期 に ， 私は学生生活 を 蓮町キャン
パスで過ごした。 この たび縁あって本学 に 勤務す る こ と
に なった。 20余年ぶりに 見 る 富山大学は蓮町から移転
して おり， 装 い も一新きれ て い る 。 と ころで， 私の 前
任地は鳥取であ る 。 そこではキャンパス内の車の騒音
がひどく， 鳥大は， 昭和48年頃， 当時の 学長小島公平
先生の 提案でキャンパス内への 車の 乗り入れ を 一切禁
止す る こ と にした。 以来湖山キャンパスは研究・教育の
場 に ふさ わ し い 静けさ を 取り戻し て い る 。
- 3 
教 F届!:I 
担当：哲学
0三塚 正臣 教 授 （教育学部） 51.4 .1 
昭23. 3 東北帝国大学理学部
担当：数学科教育
0横山 泰行 講 師 （教育学部） 51.4.16 
昭48. 3 東京大学大学院教育学研究科博士課程
単位取得
担当：学校保健
0荻田 善一 教 授（和漢薬研究所） 51.5.1 
刀大阪大学講師医学部
昭28. 3 大阪大学理学部生物学科
担当：病態生化 学部門
0菅井 道コ 助教授 （文理学部） 51.5.1 
名古屋大学助手理学部
昭35. 3 名古屋大学大学院理学研究科修士課程
修了
担当：細胞生物学
0安達 勇作 講 師 （教育学部） 51.5.l 
東京教育大学教諭附属大塚養護学校
昭48 . 3 東京教育大学大学院教育学研究科博士
課程単位取得
担当：異常児教育
0市川 敏弘 助 手 （薬学部） 51.6 .1 
昭51. 3 東北大学大学院農学研究科博士課程修
了
担当：衛生化 学
文理学部教授 本 田
弘
再び見 る 富山大学につい て は， 様様感じさせられ る
もの があ る 。 今日まで本学の 発展の ため に 努め て こら
れた教職員の 労 は多としなければならない が， 労 を 多
と す る わ け に はゆかない面のお お くあ る こ と も否めず，
その こ と が私には遺憾に 思わ れ る 。 と りわ け五福キャ
ンパスの メーンストリートの 車の 騒音に は驚くほかは
な い 。 まきしく公害であ る 。 少なく と も人文科学系の
教官に と っ て は， 研究室 と その 周辺 と が静諭であ る こ
と が研究 の ための 必須の 条件であ る 。 その かぎり に お
い て は， 富大がその キャンパス を 蓮町から五福へ と 移
したこ と に よって ， 得たもの よりは失ったもの の方が
より大き い の ではない か と さえ感ぜられ る の であ る 。
それだけに 私は， な に よりもまず， メーン ストリート
富 山へ来 て
生まれは隣の岐阜県なの ですが， 今迄富山 に つ い て
は， 立山登山の 際立ち寄ったこ と の外， 殆ど足 を 印し
たこ と がなく， 何の 知識もありませんでした。
赴任前，，富山は魚の お い し い 所， 雪の 深 い 所 と 聞か
され て きましたが， つかの 聞の 独身生活の自由な時間
を 活用（？）して ， 富山の自然， 人， 食べもの ， 飲みもの
に 親しむべし 心掛けつつあります。 魚のうまさ に つ
い て は， 神通川 で獲．れた鱒 を 食べさせ て もらったりし
l て 実感 を 味わ い つつありますが， 川へ湖 る 鱒の 数も年
富山に来て70日
九州山 様 前略 お変わ りござい ませんか。 私
は 4月から富山大学 に 勤務して い ます。 これまで に 北
陸地方 を 訪れたこ と が一度もなし はじめ て の 土地で
すの で少々心細 い 気がします。 大学は市内 に あります
が， 居住地は30分ばかり西の 太閤山 と い う所 です。 ま
だ自然が残って お り散歩 に 出 る と ず い 分 と 気持のよい
所 です。 食い しんぼう君の ために 先ず， 食卓の こ と か
ら報告します。 お 米は と て も お い しくて 食事の 時 に は
幸せな気持 に なります。 魚類は九州、｜ と はず い 分変わっ
て い ます。 大変結構な味なの が ア マエビでサシミで食
べます。 毎日のよう に 食べて ますが， まだ飽きません。
僻 学
の 車の 騒音の除去 と い うこ と に つい て ， なんらかの措
置 を 講ぜられんこ と を ， 大学当局， と りわ け学長 に対
し て 要望して お きたい。
文理学部助教授
菅
井 道
一
年減って い る と 聞く と 淋し い 思 い が致します。 雪の 深
さ に つい て は， 今の所， その 実感が わ きませんが， 自
然の 厳しきが形成した人 ・物 を 知 る こ と でたしかめて
行きたい と 思 い ます。
植物学専攻 ですが， 今迄， 殆 ど一種類 の 材料の み
を 相手 に して きたため， また前任 の 名古屋の 教室の雰
囲気の ためなどから， 草木の 名前一つくわ しくは知ら
ない 私ですが， この地の恵まれた自然 を 活用した， 仕
事が出来 る ようがんばりたい と 思って お ります。
文理学部講師 井 上
弘
生の タラ が居て ， これは鍋 に す る と よろしく， 例の乾
物からは と て も連想できない ， ぃ 、昧です。 次は食べ
て はい けな い 方の 話しですが， 野鳥が と て も多〈， 朝
パス停 に 立って い る と 数メート ル程先 を キジが歩い て
い たりします。 これ に は全〈驚き感心して い ます。 雨
はすごい です。 風 を 伴なうこ と が多く， 横から降りま
す。 今朝も研究室の そば に あ る 松の 木 に ハトが来 て い
ます， 時々来ます。 これ を 見 て い ます と 気持がゆった
り と して と て もい い です。 この 次は言葉の 事 を 書きま
す。 では又。
文理学部講師 佐 藤 進
机上の唐本， 「江氏音学十書」ー秩八冊は， 私の 赴 あ る 。 「僻学」の 語は， 清の？由連�iii｛自らの 著作 「尚
任 を 記念して ， 関西大学の K講師から贈られたもの で 書古文疏誼」 に 就て ， 僻説 と 称したの に 本づく （ と 嘗
あ る 。帳の 内側 に は， 漢字の 発音符号の 一つ， 注音字 て K氏 と 私 と は聞い た。 不学な私は未だその 語 を 見出
母で 「祝悠深入鎖研僻学」 と 読め る 文字が書きつけて し得な い 。 恐らくは 「潜郎札記」中の 語か） 間氏は山
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西太原の 人。 清代論学の 中心， 江蘇， 安徽， 斯江三省
に はやや隔 る 地での述作であ る 。 しかしその著は，「古
文尚書」のある部分が結晶弘偽造に 係 る の を 始めて 確
誼した画期の もの と なった。 是に 於て K氏の意は既に
新任の弁
五月の 連休の あ る 日， 私は大阪10時35分発「雷鳥 3
号」に 乗り富山 を 目指して いました。 いつに なし や
や緊張ぎみで車窓 に 移り変わ る 野山の 景色も， 目 に しー
みい る ような新緑の美しきさえも楽しむ心のゆ と りの
ないま 、 に ， 私は富山 に 近づいて 行きました。 この日
ほど私に と って 大きな意味 を もった旅はなかったから
です。
私はエ ルー大学で研究生活 を 送 る ため， ボスト ン と
ニューヨ クー の中間にある 小さな大学町ニユへブ ンに 約
1年 6 か月程移り住んだ以外， 40数年間大阪 に 生まれ
育ちました。 そんな大阪 を 離れ る ための 旅だったの で，
一抹の 不安 と 新しい土地 に対す る 期待の 混ざり合った
複雑な気持 を 感じていました。
敦賀， 福井， 金沢， 高岡 と 北陸の町々 を 過ぎ白雪 を
頂いた褐色の 雄大な山々がぐんー と 近づいた と ころが
終着駅富山でした。 富山駅 を 背に 町 に 出た私 を 迎え て
くれたの は， 大阪の あの 人ごみではなし なつかしい
路面電車の 走 る 町でした。 数時間の うち に ， 私はすっ
かり富山の町 に なじんでしまいました。
富山の 町 に ， なんの 抵抗感もなく溶け込めたの も，
大阪 と 同じように あの空爆 に よって 破壊された廃境の
新任の弁
故郷の 信州 を 出て 札幌， 画館， 仙台に 遊学し， さら
に 南に 下って 富山で始めて就職しました。 大学院では
遠洋航海 に 出 て 外国見物 を しながら研究ができ る から
と いう不真面目な動機から海洋学 を 始め， 念願ど お り
北洋 に 南洋に と 通算360日マリ ン・ スノー （海雪） を 追
いかけま わ して きました。 男ばかりでいささかがらの
悪い水産の 世界からいきなり女ばかりの薬学に と びこ
んできて 今まで と はぜんぜん様子 がちがうの で面食ら
明らか と なり， 却って 私は葬オ を 歎ずる ほかはなし、。 た
だ， ひそか に 自ら侍む所なし と せず， と だけ今は答え
遣って お く。
和漢薬研究所教授 荻 田 善
中から再建された共通点があったせいかも知れません。
住みついて から， まだ幾日も過ぎ て いませんが， 富山
の 魅力 を 毎日新しく感じて います。
本当の こと を いえば， 薬の 富山， 立山の 富山ぐらい
の 知識しか持って いなかった私でした。 山の幸， 海の
幸に 恵まれた富山 を 知 る に つけ喜び を 見出して い る 毎
日です。 今日も， 安くて うまい魚料理 を 喰 わ し て く れ
る 店 を 見つけました。 駅前から少し奥 に 入った道路 に
面した小さな店だったけれども， 魚料理の 好きな私 に
と って 大きな発見でした。 友人が富山 に 来たら， この
小さな店に ， あの山の上 に あ る ホテル に 是非 と も案内
し て やらなければ と 思う心が， いつの ま に か富山 を 愛
す る 気持 を 育 て て い る ようです。
私は友人に 会うたび に ， 「富山ほど良い と ころはなL、」
と いう と ， 彼は 「雪が降って がらいえよ」 と 答えます。
確かに まだ富山の 雪の きびしさ を 知りませんが， 富山
が好き に なった気持は雪の 降った後でも変わ らない と
思って います。 ふ る さ と を持ったこ と の ない都会人で
あった私に ， 新しいふ る さ と が出来よう と して います。
そんな私に 皆様方の 暖かい御支援 を 下さ る ようお願い
致します。
薬学部助手 市 川 敏 弘
って います。 それ に 今まで私の いた学部では と う に 30
を 過ぎたお じさんや時に はおばさんが院生 と して いく
らでもごろごろしていたの に 薬学 に きたらどちら を む
いて も自分よりは る か年下ばかり。 最近特に年が気に
なります。
富山は私の 感覚では南国です。 大学も含めて 全体的
に 地味な と ころ に 思えます。 気候， 自 然， 人間は北海
道 を ド ラ イ と したら富山はウェットに 感じます。 お も
5 -
しろいの は札幌， 仙台などに くらべたら東京の 圧 力 が
は る かに 弱いということ， したがって ロ ーカルカラ ー
がちゃんと保存されていて 大変けっこうなことだと思
います。 富大の キャンパスは小さいながらもと て もう
まく設計きれ て いて 感心しました。 薬学の 研究室はど
こ に 行って も私がおそれ を なす化学分析用の ガラ ス器
具だらけで， 冷凍した魚やら海洋観測機器がちらばっ
てい る ま る で物置の ような水産の研究室とちがっ て え
らくア カデミッ ク な印象 を 受けました。 薬学の 学生は
一般 に よく勉強す る し， 実験など実 に 器用 に こなすの
に 感心しました。 見 る こと聞くことすべ て 私 に とって
目新しいことなの で毎日楽しく過ごして ます。
Teaching Machineにはなりたくない
北陸の 気候・風土がいやで生まれ故郷の 富山 を 逃げ
出した私が， どの ような摂理か， 今またこうして 富山
の 地 に 導かれ て まいりました。 工学部 に あって 教育し，
また研究す る 事は私に とって 大きな喜びであ る と同時
に ， 若輩なりに 重荷と責任 を 感じて おります。 現在科学
技術が進歩す る 反面で， それ を 利用す る 人聞の 人格的，
良心的額廃 を 見 る に つけ， 工学部教育の 果たす役割は
単 に 社会の 工業技術の 発展 に 寄与す る ， いわ ゆ る すぐ
れたモーレツ技術者 を 作り出す事のみに 終 る の ではな
し 良心と良識の 備わ った人格的技術者・研究者 を 育
成す る ための 基礎とな る べきであり， その ような技術
富山で思うこと
富山に きて 2 か月 ， 立山の 秀峰はすばらしく， 大学
全体も落ち着いて い て ， また， 人情の こまやかさは心
を うつもの があります。
私の 姓は珍らしい姓で， 富山地方とは全〈関係がな
いと思って いましたが， まず， 私の貴生 に 「ツ」の 入っ
た地名 を 市内の呉羽に みつけ， さらに 城端線の高岡 の
次の 駅 に 二塚 を みつけたときはお どろきました。 多分
ー塚とし、う地名もあ る の ではないかと目下地名きがし
新任の弁
富山大学への 就職の 話があったときまず地図 を 拡げ
て み る ほど富山県に ついて はほとんど知識がなかった。
山形県 に 生まれたもの の赴任す る 時はじめ て 日本海 を
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工学部講師 五 島 孝 仁
者・研究者 が今の時代に 一番必要ときれ て い る の では
ないかと思うの です。 ……………ーなどと生意気な事
を 言っ て い る 理想主義者がこの 私です。 自分自身は理
想、とは遠くかけ離れた未熟な者ですが， 常 に ビジョン
だけは持って 自己の すべて を ぷっつけて 精一杯生き る
人生 を 送りたいと願って い る 私です。 現在年令ー 28オ；
住所ー砺波市で両親と同居；趣味ー音楽・美術 に 広〈
（しかし浅く）親しむ程度；信仰ー聖書に 人生の基盤
を 置いているプ ロ テスタント系 ク リスチャン。 至らな
い人間ですが， よろしく御指導のほどお 願い致します。
教育学部教授 塚 正 臣
を 楽しんでお ります。 な る ほど塚の ついた珍らしい地
名や姓 を 多くみかけ， こうして み る と， わ が故郷であ
る 宮城県の 県北が私の姓の発生地と思って いたが案外
富山地方と関係があ る の ではないかと思って います。
私は 「な に ごとでも， 出来 る だけ精一ぱいやって いく
ならば道は必ず開け る 」とかねがね思って お ります。
新しくまいりましたもの ですが精一l品、やっ て いきた
いと思いますの でよろしく御願 いいたします。
教育学部講師 安 達 勇 作
見ました。 魚津あたりまでは想像して いたような景色
でしたが富山市 に 着いて 工業化さ れ て い る の に ひーっく
りし， 少しがっかりもしました。 ゴミゴミした東京か
らきれいな静かな地 に 行け る と 期待して い たわ けでし
た。
赴任して からはや 2 か月 に もなろう と して いますが
何 を どうやったらよ い の かただウ ロ ウ ロ 過ごして い る
ような状態で す。 今ま で小さな子どもたち を 相手に に
ぎやか に 過ごして きたの で大学の静かきは何となく淋
オリンピックと 私
今年は 4 年 に 1度巡って く る オリンピッ ク の年に 当
たります。 私の精神の ほ て りも開催日が近づく に つ れ
て 高まって い きます。 それは， 私 が小きい 頃メインポ
ー ルの 旗 を 夢みたり， あ る い は目頭が熱くな る シーン
（ミ ルズやビレンの 快走， ミュンへンの 男子バレー準
決勝戦等） を 多々目撃し て い る ことがなさせ る わ ざか
もしれません。 現在の オリンピッ ク に対して 否定的な
見解 を 持つ私 ですが， 人類の 魂 を 強烈に 揺さ振 る この
古くて 新しい自分
10年ばかり前， 富山大学の 五福キャンパス を 富大生
の 僕がうろつい て い た。 そこ を 今， ドイ、ソ語教師の 僕
がまた歩い て い る 。 と ころで僕は10年前， ここ に 自分
を うっかり落して しまっ て 拾 い 忘れたの だろうか， も
う 1人の 僕に 会って しまった。 今の僕 と 全く同じだけ
れど， まだ学生のままで い る らしかった。
生協の 食堂でびっくりし， 教室で授業し て み て ぎょ
っ と したの だ。 食堂に 入って 行く と 相変わ らずさえな
い 顔で彼が 1 人ぽつん と ラ ーメン を 食って い た。 い や
な予感がして 授業に 出かけたら教室に まで僕が い て ，
そ れ で 少しドイツ語 を 訳させ る と 「彼ら」 を 「彼女」
しく感じられ る時があります。 しかし， この 頃学生 と
も少しずつ話せ る よう に なり， それなりに 何 と かやっ
て い け る の では と 思って い ます。 富山の 障害児教育 に
つ い て は全くの 白紙状態でみなさん に 御指導い ただい
て やって い きたい と 考えてい ます。 よろしくお願い致
します。
教育学部講師
横
山
泰 行
ようなイベンツの存在理由に対して は何んら疑義 を 有
す る もの ではありません。
私は体育 を 専門 と す る もの であります。 これからの
教育や研究 に お い て 目頭の熱くな る シーン を 現出きせ
たり， あ る い は激石の言う 「午前中の 創作活動が， 午
後の休息の 肉体 に愉悦 を 与え る 」とい った理想、の 境地
まで自己 を 高め る こ と ができる ならば と ， この 原稿 を
書きながら夢想して い る 今日この頃の 非才な私です。
教養部講師
山 本
孝
と 誤訳した。 間違うところまで10年前 と 同じだ。 今ま
で い ったい何し て た。 と叱って やりたくなった。
五福キャンパスは僕 に とって 古くて 新しい と ころだ。
生き残りの 自分 と も仲良くやって い くつもりだが， そ
れ に して も自分自身まで古く て 新しい の は困 る 。 でき
る こ と ならただただ新しくありたい 。
それ で僕は， 今の僕が少なく と も学生 と 教師 と い う
こ と 以外の どこかで10年前に 比べ決定的 に 新しくなっ
た と ころがない か一心 に 探して い る と ころだ。 だが，
まだ何も見つからな い 。
＊＊＊，骨1年，t会＊＊＊交官骨女合＊，崎会＊女，t食世r女＊1佐官hた＊女＊
O. F.ボルノウ博士講演会の報告
国際交流基金の 招へい で来日中の ポルノウ博士 を招
き， 教育学部第一会議室で 4 月 17 日出午前10時より富
山大学と富山県教育委員会主催の も と に 『人間 と その
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〔西ドイツ， チュ－E'ンゲン大学教授（哲学・教育学）〕
役割』 と 題して 学術・文化 講演会が聞かれた。 人聞が
何らかの 役割 を 担い ， 社会的責任 を 負って それ を正し
く果たして い くこ と の 重要 なこ と は， 現代の 社会学や
行動科学などが指摘して い る と おりであ る が， しかし
そうである からこそ， 人聞は役割 と いう結局はマ ス ク
であ る もの の奥 に あ る もの ， つまり 「自分自身であ る 」
と いう内的自由 を 見失って はならない と いう主旨の も
の で， 同博士の 哲学的人間学の 立場から 「役割」 と い
う概念 を 一面的 に 位置つ·it る こ と の 限界 と 危険が説か
れた。 その あ と この 問題 をめぐって 実の あ る シ ンポジ
ウムも お こなわ れた。 所要時間は約2 時間半。 教官層
を 中心 に 120名 を こえ る 参加者 があった。 同博士 の 富
山訪問は昭和4 7年秋に つづいて 二度目であ る 。
（教育学部・大塚記）
-.t:d町1:d町1:d町1:d町1:d町＊＂＂＇町＊＂＂＇町＊＂＂＇町＊＂＂＇町＊＂＂＇町＊＂＂＇町＊＂＂＇町＊＂＂＇町＊＂＂＇町＊＂＂＇町
学 部 だ よ り
・経済学部だより
(1） 学部の 付置機関 と して 運営さ れ て い る 日本海経済
研究所では， この ほど研究年報第 1巻 を 刊行した。
北陸圏域の テーマ を 扱った 4篇の 力作が収録きれ，
洛陽の 紙価 を 高めて い る 。
(2 ） 学部はゼミナール制度 を 採用レ·.IG、修科目 と して い
る が， ゼミナール生 を 連ね る ゼミナール協議会では，
学生の 研究論文 を あつめた 「エストゥディオ」第 19
号 を 発刊した。 学部学生の 論文集 と して は遜色の な
い レベル に 達 す る もの と 評価きれ ， 旧高商系の 十大
学問でも好評 を なして い る 。
(3 ) 本年度の 非常勤講師 と し て 「産業構造論」 を 担当
され る 篠原三代平氏の 講義 が 7 月12日に はじまり16
日まで続けられ る 。 同氏は旧制高岡高商出の 先輩 で
あ る が， 一橋大学教授， 経済企画庁経済研究所長 を
・工学部だより
工学部からは， 毎年恒例の 新学期ソフト ボ ルー大会
の 報告。 5 月 8 日体育会主催の 大会 に は各学科， 院生
合せて 20チームが参加， 電気科 ア ンサ ンプル （ 4 年）
が剣菱 （化工教職員・院生混合） を 7 対 1 で破って 優
・学生部だより
第28回北陸三大学学生総合体育大会が， 福井大学，
北陸三大学学生体育競技連盟の 主催で 7 月 4 日 （日）
を 中心 に 別記会場 で実施され， 若い力 と 技が競い合っ
た。
な お ， 開会式 に 於 て 本学より別記 金子龍一君 が連
歴任し， ひろく国際的 に 知られ る 少壮の 碩学であ る 。
ゼミナール協議会でも同氏 を 招いて 公開講演会 を 催
す計画であ る 。
(4) 同窓会 （越嶺会） では 6月 4 日に 関東支部総会 を ，
東京は日本橋の 鉄鋼会館で聞いた。 出席者は学部卒
9 3名， 高岡高商卒 87名であり， はじめて 前者 が後者
を 凌駕す る 画期的風景が見られた。 前身校の 旧制高
岡高商O Bが圧倒的多数 を 占めた従来の状況 に 顧み，
時代の 移ろいが感ぜられた。 高商旧師 と し て 蒲生・
小山 ・不破・今井の 4 先生が， 学部旧師 と して 池田
先生が出席し， 学部から新国学部長 と 成瀬事務長が
参列した。 望蝶98歳の 蒲生先生が漢詩 を 朗吟された
の は満堂の 圧巻 であった。 母校 に 結ぶ師弟の睦ぴ と
同窓生の交歓 に 興趣が尽きず， 学部の 前途への 期待
が語られた。
勝。 6月 1 日からの 教職員 スポ ーツ同好会主催の 学科
対抗戦 では， 事務Aチ ムーが強剛工化 金属チ ムー を 16
対5 で破って 初優勝。 8月27 日 に は， これも恒例の 北
陸三大学工学部 スポーツ大会が高岡 で開催きれ る 。 夏
休みの 終 わ り， 学生諸君の 応援が期待きれ る と ころ で
あ る 。
盟表彰きれた。
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競 技 日 不呈
種 目 姓別 期 間 開始時間 競 技 会 場
陸 上 競 技 男・女 7月4日 10:00 県 営 陸 上 競 技 場
野 球 男 7 月4 期
日
（雨天の場合10日までκ延 ） 9:00 県
P邑孟4』 野 球 場
庭 球 男・女 7合
月3 日・4
期
日
（雨天の場5自 に延 ） 9:00 福 井 大 学 庭 球 場
軟 式 庭 球 男・女 （雨天の場合5自
7月
に延
4
期
日
） 9:00 福 井 市 西 公 園 庭 球 場
卓 球 男・女 7月4日 10:00 福井大学附属小・中学校体育館
ノf ド ミ ン ト ン 男・女 7月3 日・4日 9:00 福 井 大 学 体 育 館
ノイ レ ー ボ ー ル 男・女 7月4日 10:00 セ レ ン 体 育 館
サ ツ カ 男 7月 2日～4日 15:00 県 営 サ ツ カ 一 競 技 場
フ グ ピ 6月20白 ・27日・7月4日 15:00 福 井 大 学 運 動 場フ ッ ト ボ ー ル 男
剣 道 男・女 7月4日 10:00 明 道 中 学 校 体 育 館
柔 道 男 7月4日 10:00 県 武 道 館
水 泳 男・女 7月4日 10:00 福 井 大 学 プ Jレ
ノ
バスケッ ト ボ ー ル 男・女 7月4日 10:00 藤 島 両 校 体 育 館
ヨ ツ ト 男・女 7月合
3 日・4
期
日
（雨天の場5 日に延 ） 9:00 三 国 ヨ ';! ト ノ、 ー ノぜ ー
準 硬 式 野 球 男 （雨天の場合10日まで
7月
に延
4
期
日
） 10:00 福 井 市 営 野 球 場
ハ ン ド ボ ー Jレ 男 7月4日 10:00 羽 水 高 校 体 育 館
グ二工b二 手 道 男 7月4日 10:00 日 新 小 学 校 体 育 館
弓 道 男・女 7月4日 9:00 福 井 大 学 弓 道 場
体 操 男・女 7月4日 10:30 福 井 商 業 高 校 体 育館
自 動 車 男・女 7月4日 8:30 福 井 自 動 車 学 校
創 作 舞 踊 男・女 6月26日 14: 0 0 福 井 大 学 体 育 館
少 林 寺 拳 法 男 7月4日 13:00 福 井 大 学 武 道 館
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北陸三大学学生体育競技連盟表彰者（本学分）
子 龍
（教育学部中学校教員養成課程4年）
金
陸上競技
北信越学生秋季陸上競技大会
砲丸投， 円盤 投 ・ 1
北信越学生陸上競技対 抗選手権大会
砲丸投， 円盤 投
北陸三県総合競技大会
砲丸投， 円盤 投 1 
全日本学生陸上競技対抗選手権大会
砲丸投
北信越学生秋季陸上競技大会
砲丸投， 円盤 投
北陸三県総合競技大会
砲丸投， 円盤 投 1 
第27 回北陸三大学学生総合体育大会
砲丸投， 円盤 投， ハ ンマ ー投
位
位
位
1 
昭和49年度
位
位
位
北信越学生陸上競技対抗選手権大会
砲丸投 1 
第23回北陸三大学学生総合体育犬会
砲丸投 1 
北信越学生陸上競技対抗選手権大会
砲丸抗 1 
第24回北陸三大学学生総合体育大会
砲丸投， 円盤 投， ハ ンマ ー投
実 績
昭和46年度
昭和47年度
位
位
位
1 2  
1 
昭和50年度
位
位
位
位1 
13m85 
43m72 
投
投
北信越学生記録保持
砲 丸
円 盤
位
位
全日本学生陸上競技対抗選手権大会
砲丸投
国民体育大会（沖縄）
砲丸投 9 
北信越学生陸上競技対抗選手権大会
砲丸投， 円盤 投 1 
第25回北陸三大学学生総合体育大会
砲丸投， 円盤 投， ハ ンマ ー投
9 
昭和48年度
1 
語
女 ／害dι�、， 
わ 光苔りひうら と
り
も のつ カf
れまたそも 人肉食
し
生ろ不 ぎ きも 器狂
ヘ
し、
合
う
り 男ひ
と
き
カf グ〉 カf カf
尚生を つき 走る るり グ〉
号車 生き 信じ
我主なき 主み
う
を
証
と
証
光背負をヲ
い
う
証
る
あい 春
めず
む 水
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詠者紹介
詠者は工学部電子工学科の市村昭二教授。
アラ
ラギ派。
専攻は有機電子物性で生体色素の問題
を取り扱われており、
特に現在はクロレラの大
量培養と重水
の生物学的漉縮法の研究に力を注
がれている。
